
日雇派遣について

生業収入収入年間500万円以上の方
生業収入：複数の仕事をしている場合、収入額が最も高い収入

(例)
・給与600万円＋株式運用100万円＝年収700万円
　→給与が生業収入　500万円以上のため日雇派遣可能
・給与400万円＋株式運用100万円＝年収500万円
　→給与が生業収入　500万円未満のため日雇派遣不可

　[収入が証明できるもの]
　源泉徴収票、課税証明書、確定申告書など

家族の収入の合計が500万円以上で、
ご自身の収入がその半分以下の方

 (例)
・夫400万円＋妻100万円＝世帯500万円以上
　→収入割合5割未満の妻は日雇派遣可能
・夫100万円＋妻400万円＋子0円＝世帯500万円以上
　→夫と子が日雇派遣可能
・父550万円＋父から毎月仕送りがある一人暮らしの子100万円
　→子が日雇派遣可能

　[収入が証明できるもの]
　源泉徴収票、課税証明書、確定申告書など

　[生計同一が証明できるもの]
　住民票、健康保険証など

「No.２　開票事務」　「No.３期日前投票事務」をご希望の方は日雇派遣のため、
確認書類(コピー可）をご提示いただいております。(回収は行いません)

属性 確認書類(コピー可)

60歳以上の方
　[年齢（生年月日）が証明できるもの]
　運転免許証・健康保険証・マイナンバーカード、
　住民票、パスポートなど

いわゆる昼間学生
（定時制、通信課程、休学中の学生は対象外）

　[学生又は生徒であることが証明できるもの]
　学生証・在学証明書など


